
1 
 

 

令和４年３月１０日 

 

 

五戸町議会第２２回定例会 一般質問通告一覧表 

 

 

通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

１ 一 問
一 答 

尾 形 裕 之 倉石温泉利活用事

業者との契約締結に

おける既存民間浴場

経営者との協議につ

いて 

町が五戸町社会福祉協議会に浴場を

設置する際に、入浴料について、民間浴

場経営者と協議し、合意に至っている。 

今回、町の負担で倉石温泉を改修する

のであるならば、再度、条件を提示して

協議し、合意に至らなければならないの

ではないか。 

     



2 
 

通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

２ 一 問
一 答 

鈴 木 隆 也 １．森林環境譲与税の

使途及び町有林の

整備と管理につい

て 

温室効果ガス排出削減目標の達成や

災害防止等を図るための森林整備等に

必要な地方財源を安定的に確保する観

点から、森林環境税が創設された。 

森林環境税は、令和６年度から国税と

して１人年額１，０００円を市町村が賦

課徴収することとされている。 

また、森林環境譲与税は令和元年度か

ら交付税及び譲与税配付金特別会計に

おける借入金を原資に、市町村や都道府

県に対して、私有林人工林面積、林業就

業者数及び人口による客観的な基準で

按（あん）分して譲与されている。 

そこで以下を伺う。 

(1) 当町に対するこれまでの年間の森

林環境譲与税額とその使途は。 

(2) 森林環境譲与税を活用し、計画的な

町有林の整備と管理を行い、町有林の

付加価値を高めることができると考

える。 

例えば、どのような林齢の樹種がど

こにどれだけあるかデータベース化

した上で、適切な枝打ちや間伐などに

よる品質確保や、そうして生産された

高品質の五戸産材を各方面へＰＲす

ることができると考えられる。 

  今後の森林環境譲与税の使途をど

のようにお考えか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ２．五戸総合病院の経

営改善について 

五戸総合病院は、地域に根ざした重要

な医療施設であることは今更言うまで

もないが、毎年、多額の一般会計からの

繰入金が充当され、五戸町の財政を厳し

くしている一因であると私は思う。 

近年では、平成３０年度の基準内繰入

金が６億８，８００万円余り、基準外繰

入金が０円という比較的少ない年があ

ったものの、直近の令和２年度では新型

コロナウイルス感染症拡大による診療

控えや、看護師の不足による病床数の削

減なども影響し、基準内繰入金が   

７億１，２００万円余り、基準外繰入金

が３億７，５００万円で、合計１０億 

８，７００万円余りに上っている。 

そこで以下を伺う。 

(1) 令和元年９月、厚生労働省が五戸総

合病院を含めた県内１０の公立病院

について、診療実績が少ないなどを理

由に、再編や統合などの議論が必要だ

として病院名を公表した。 

  報道では、「青森県が設けた医療機

関や自治体などでつくる地域医療構

想調整会議で、対象となる病院の統合

や再編について議論が進められ、令和

２年９月末までに結論が出される見

通し」と報じられたが現状は。 

(2) 青森県野辺地町に所在する公立野

辺地病院が、外部の識者を経営面のト

ップである「病院事業管理者」に就け

経営改善を進め、初年度である令和２

年度に４年ぶりの黒字になったこと

は驚くべき出来事であった。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

      また、先般の報道では、十和田市立

中央病院でも第三者の目線を取り入

れ、経営改善を図る取組が進められて

いるとのことである。 

  五戸総合病院においても、これらの

取組から学び、第三者の目線を取り入

れた経営改善を進めるべきと思うが

いかがか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

３ 一 問
一 答 

豊 田 孝 夫 １．各種行政手続の簡

素化について 

先般の議員全員協議会において、転

出・転入手続のワンストップ化の説明が

なされたが、更に進めて窓口での各種申

請の「書かない窓口」化を目指してはい

かがか。このことにより、高齢者が住み

やすい環境整備にもつながることと思

う。本人確認をしっかり行うことにより

可能だと考える。ついては以下の項目に

ついてお答え願いたい。 

(1) マイナンバーカードの交付申請は、

平成２８年から始まったが、これまで

の当町における普及率は何％か。ま

た、年齢別での普及率はいかがか。 

(2) 本人確認の手段として、また、各種

手続のデジタル化においてもマイナ

ンバーカードで行うことが効果的だ

が、窓口のデジタル化についてはいか

にお考えか。 

(3) 高齢者が窓口で各種申請を行うと

き、何が障壁になるかといえば、各種

申請書類の記入に手間取ることが挙

げられるが、これらの障壁を取り除く

べく、口頭によって窓口担当者に伝

え、申請書類を受領する方式を取り入

れてはいかがか。 

(4) 口頭による窓口申請手続を取り入

れている自治体があるが、実施済みの

自治体を参考にする考えはあるか。 
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通告
順位 

質問
方式 

質 問 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

   ２．令和４年度の水田

農業の動向につい

て 

昨年の米価下落に伴い、生産者の意欲

が減退し、作付けの減少が懸念される

が、令和４年度の水田農業に係る営農計

画と、今後予測される事項について以下

の項目についてお答え願いたい。 

(1) 令和４年度の当町における生産数

量目標はいかがか。また、令和２年度

及び令和３年度と比較して、数量の変

化はいかがであったか。 

(2) 作付けされない水田は荒廃化が進

むが、その面積について増減はいかが

か。また、令和２年度及び令和３年度

と比較して増減はいかがであったか。 

(3) 稲作に取り組む農家の動向につい

てはいかがか。また、稲作農家の増減

は直近５年間で比較していかがか。 

(4) 国などの情報によると、令和４年度

から、水田活用の直接支払交付金が見

直されるとのことであるが、どのよう

な変更があるのか。また、それによっ

て懸念される事情が発生すると思う

が、それについてはいかがか。 

 


